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新潟大学医学部附属病院精神科外来を受診LfL感情障

害患者をこついて調査L,単極性うつ病U)診断で抗うつ剤

投腎凍をこ裸転した症例に--)も､て検討した.

昭華tj6且隼9月から昭和63年6月までに新潟大学医学部

附属病院精神科を初診Lた感情障害感着は嶺30名であっ

たヵそ珊勾訳は,双極性う-3病o)男性28名,食性2こ堵苛

計5且風 単極性うつ病の男性164名,女性2且5名予計379

名であ--)た.単極性うつ病の方が平均年令が高く芳女性

が多かつた.

単極性うつ病をこ関するその後の経過の調査で,臨床経

過帝転帰がうわかった転のは242名で,そのうち且O名 摘.漫

%)が抗う-二滴紹投与中に蜂状態もしくは軽麟状態を昼L

た.男性が項.塞,女性が6名で,男女間で裸転率鍔)差は

みられなか-)た.捜.1%という値は欧米での報告より低

かつたが,研こ究対顔と方法の噸達が麟転率が)違いに関係

Lていると思われた.

練転Lたま0名が)うち4名に感情障害o二)家族歴がみられ

た｡病前性格では--憲の機軸孟みられなかつたも過去の

宿将数についてはサ初発例は1名で,9名が柳 澤あっ

･lj∴ ∴帖L!'.WinL-kLlr∴し-欄結-土一致巨r/ト;∴使用

アミトリプチリン嶺風 う怒)も名はドスレピソ併用ブイ

ミプラミソ2名であった.投薬開始から錬転濠で銅期間7

つまを'j発現潜時は2週間か6二}6カ月で,平均2,7カ月で

め-}た_これは欧米での報告より段かった.糎転時殿年

令十料丸潜時'/i)聞持斗 11J':_)∴~.釣.SLthP〉ptl11∴Ll雄三告

と巣なり予掩関を認めなか-3た恥健済薬剤については,

了をキサピソ健済例で概則に比べて発現潜時が短い傾向

がみられた.

今後.媒転∴抗∴さ-~潤｣∴･'･LI:']-rLl､ハい')13両t)1;ir

臥 牛的丁的･-(-),.--等._L_L･'湖j速く丁･,も､~パi＼研pTJtlj法

に検討を加えた上で,症例を積品蚤ね,明確にしていく

必要があると考えた.
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回我櫓は中年期の自粛が殿も少なかった昭和複3年が)初診

者外来統計を調査し これと昭和58年の結果を比較瑠恥る

ことによ畑 中年男性673自殺率の患昇と臨床統計がどの

ように閑適しこいるかを検討Lた.

2,対象と方法

1,､j象誹捌け11守雄.昭和.581'巨~号IJ1=ノ吊,12畑31日TTi,-

でをこ,新潟光学精神科外来を初診した患者U)うちヲ脳器

質性疾患芦てんかんを除いた且繍損と一g)精神障害者を対

象とし/た.精神障害者総数は昭和43年では男性且5緒 ,

女性136名の許諾鮒名声昭和58年では男性i柳名,女性

20絹 の言摘88名であった朴かレテU)記磯をこ基づき∴主

に伝統的診断郵二鳥-,て診断した≠対象者を各精神障害

ごとに,且5-39才U)若年層,朝一59才の中年期争闘才以

上が)老年期をこ離れ 各年齢層における各精神障害者数が)

精神障害者級数に対する比率を求め予それ㌃)を男艶 女
i牛 ■;Hr訂二号.比頼上 :I･∴,比率叫附き･;I-,L､~･:-昭和

･1こ廿 日昭和.A-1両~とを比帖i.,'∴

また神経症に-恥て,各棟型ごとに集計を行い,年齢

静観 各年齢層における各類型の占める割合に㌦純､て櫓3

年と昭和58年牲比較を行った.推計学的検討をこぼ 濫望
lt?stを用い∴I.

3,結果と考察

昭和趨3年と昭和58年を比べると,若年層の神経症鞠型

がよを3多様化していた管用こ対し 中年期U澗経症顕熱に

はこの様な多様性がみられなかった,このことは-一方で

は率年期殿神経症類型が時代的影響を動サをこ(いことを

示唆巨L-:い十'_Jrj::_.日工一.佃吊-;-冊軒~∴臣･､ては∴巨

そ1､八時代射巨〕中一パ1年軒丁場赦しl潤吉lLf,様化して右

り,これが若年層g潤型の多様化をこ結び付いていると考
:.tL･.た.

また昭和複3年と昭郡58年でき中年期の単極性うつ病の

増加Lていなか-.,た中我櫓の国勢調盈 Am動態統計をこ

基硯 ､て調べた新潟県の中年期の男性の自殺死亡率の時

代的推移tl膏巨:漣..昭和110年∴-T上上)､=10Jji∴村上L-IL'丁･1
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Aであったのが昭和58年では朗.櫓太と約3倍をこ上界L

ていることがわかる.しかしながら奪回和歌府の調査で

者濃率年期男性の自殺の増加を挽腕ずる様な所見は得られ

数ずる愚老が櫓押料を受診Lていない可能性がある,寝

Ji-:㌧し､(里再､,有休圭ト レー--㌦_い毒1掩い-~申立斗F'IFfi'

芳十一,木工 これzL､叫服畑◆今座州!肘T,課据∴樟一一十=L_

黒行ナ工･･.
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醐 忠司湖 東 孝幸を還諾 兜沼病院き

社会が工業化,都市鶴 来教化するに-汲んできうつ病

は増力旺てい渡せ胡そLて,そのう-〕癖は軽症化賢心身

症化傾向を駿も了だきてい澄す,この為,うつ病者が直接

精神科を訪れるこ捌盈少なも鳥こうです甲精神科がい離三

市民権を樽-m磯も､ような教会ではなおさ綻二潤ことであ

ります帝先ずは櫓押掛以外殿診療科を受診するようであ

り~.十仁

そこで私達はきうつ病者が鮒再なる経絡をたど-〕て当

院賄樽科を受診するのか調整してみ､ました.

調醐j附言昭細ご;I(I.川 川 ′'Lい川畑闘E‖刷二ミililpih

-..::i,-1眉目卜二:十 ∴L,11冊Fi十､l'li;1'rElL∵精神科-!;･･.十二軒＼3.1L∴

I,一両粧し(i･1名 こ.ill.'T'-｡..-∴ 十卑欄信甘 ∴‖ノ''･i

㍗.

うつ病者の隼魯分布は,60才代が15名と---濁多i亨祝

い･二,1い‡･代ハ1二けさ∴-'(日代ハlL日工雄しそ十巨上 里什-.-:眩

･l(日代,甜目しノ∴ 畑斗∵:･言(うし‖'llL㍉最官.･~､二･㌦'._.

上.

これらうり病者で蔽接当院精神科を受診した鮎のぼ23

塞 (内因性うつ病5名き心因性うつ病且呂名)でした,前

Eも･.受診幣LT,:i;･‥上もし∵吊二.ll石し再囚什十､症ミ1名,心囚

心因性うつ病3嚢)は異常なしとされています甲異常あ

りとされたま8名のうち当院構神科をこ紹介が)あったも瑚盈

10名でtf∴

また夢前医受診歴のあったう--)病者の初診紬ま,内科

別風 脳外科3風 精神科詔乳 婦人科1私 整形外科

ま名でした｡すなわちき直接鰐押掛を初診したうり病者

ぼ25名 (内因性うつ病5名,心因性うつ病m名)の39.且

O(､一二二戸一十と目上.

うつ病藩の当院構砕料受診時の登訴を分布してみると,

鰐神症状のみを主訴としたものはユ記名 偶因性うつ病2

手'=,｣L､冊JU一･･両il(げ∴ 身佃症状(1)二rt/,斗訴Li二L,･l｣､

症状十†㌦申.tたい∵吊二1再'.-{::･il}∴

最後をこきうつ病発症から当院精神科を受診するまでの

-,LIFii:1∴丹中 二:巨'∴

最上が)結果をこついて考察をくわえ,報告LまLた.

描)佐渡線禽病院精神科入院患者に灘げる勉
診療科受診状況

清水 敬三歯髄愈 憎 く陵渡病院精神郡を)

昭机う声卜1,ljI=;･JJlt日嗣Hti:叶l(川二ミ_lFi十;:-Ll)(離日目

盛腰の佐渡病院鏑神糾Å院厳暑を対象に髄診療紳受診状

況を調渡した.

調在対象 直射鉦信組:里ii'一iい)､､!L∴.'ニJ'tう!､.詔･iti(_i

j､､･､二八闘叶数:総机(i=回.最高丁回.､!守▲Jl∴㍍斗,i

･､十｣u',-:mF]問:最高L'叫~.最低l畑 l甘木満詔いい亘車

棉:精神寸紳jijL.:,:lot.∴酎糾軸it-(..心囚トiLLL::(iOo,と!､

性精神転 結押掛lHl.井i三甲精神虹 符･l(一日,1､日､~省略

⑥,年齢分布の推移:調査鰐で時がう曾布は亨開始時銅

分布を約息¢隼-Aライドさせた形で苧病床数約63%を占め

る継続Å院番がそのまま高齢化Lた事を示していた｡

調査結緊 ①機科受診依頼件数年次推移:依瞭数年関3
二._r'り--二'r州f'十i:,十 年JI増加佃向 ∴一朝73.日p受診ノ＼数:舶∴I

二鳥目し 冊1日】.ti･j､..朝里ニト11二さし 根付lこ氷り､.隼1fJrimっI

J､.IL1､卜省略‥再11汁等【封糾r浩数:総数It/う刊吠 パ

トト1冊凡 皮膚科二･l叶Ti.幣車1!l･汗･i∴u･洞･L'=帖 外科l

lt1日吐 け鼻科111川=Ll､‖＼̀神性 幽札 鋸J､手斗 汗､吠

舶∴丹心二与回,しこ膚亨･書付醐L･言.再付l照申L叶卜丹相川,

人靴 泌尿器札 腺熱 髄外の順番也濃霧及び平均診療

回数では,皮膚科及びコ事静観で多く慢性化簡閲が認めら

れたす⑤主な診断覇:内科及び婦人科では,蔽常が最も

柳盈疾患としては糖尿病き高血圧症き関脇嵐 皮膚科の

急性紳_㌧､甘酢:i-I.廿鼻伸一叫.冊臣;∴幽[-半里机虹 外

科の化膿藤,婦人科のカソジダ経嵐 等は患者の不潔憾
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